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平成年月日 月曜日 第号官 報

２

裁
定
委
員
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た

書
面
が
中
央
委
員
会
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備

え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該

フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た
情
報
の
内
容
を
書
面
に
出
力

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
八
条
の
四
第
五
項
中
「
書
面
の
写
し
の
交
付
又

は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
を
利
用
し
て
の
送
信
に
よ
つ
て
す
る
」

を
「
書
面
の
写
し
の
交
付
又
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
を
利
用
し

て
の
送
信
に
よ
つ
て
す
る
。
た
だ
し
、
裁
定
委
員
会
が
認

め
た
場
合
に
は
、
電
子
メ
ー
ル
の
送
信
に
よ
る
こ
と
が
で

き
る
」
に
改
め
る
。

第
四
十
五
条
の
二
第
四
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

４

第
三
十
八
条
の
四
第
五
項
本
文
の
規
定
は
、
前
項
の

規
定
に
よ
り
証
拠
説
明
書
及
び
文
書
等
の
写
し
を
直
送

す
る
場
合
に
つ
い
て
、
第
三
十
八
条
の
四
第
五
項
た
だ

し
書
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
証
拠
説
明
書
を

直
送
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
六
十
四
条
第
四
項
を
第
五
項
と
し
、
第
三
項
中
「
前

項
」
を
「
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
第
四
項
と
し
、
第

二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

前
項
の
規
定
に
よ
る
事
件
の
記
録
の
閲
覧
又
は
謄
写

が
、
第
二
十
四
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ

れ
た
場
合
は
、
同
条
第
二
項
の
書
面
を
も
つ
て
す
る
も

の
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
八
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

〇
文
部
科
学
省
令
第
三
十
六
号

文
化
財
保
護
法
施
行
令
（
昭
和
五
十
年
政
令
第
二
百
六

十
七
号
）第
五
条
第
五
項
及
び
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

特
別
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
又
は
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物

の
現
状
変
更
等
の
許
可
申
請
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
七
年
十
二
月
二
十
一
日

文
部
科
学
大
臣

馳

浩

特
別
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
又
は
史
跡
名
勝
天
然

記
念
物
の
現
状
変
更
等
の
許
可
申
請
等
に
関
す
る

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

特
別
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
又
は
史
跡
名
勝
天
然
記
念

物
の
現
状
変
更
等
の
許
可
申
請
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和

二
十
六
年
文
化
財
保
護
委
員
会
規
則
第
十
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
一
項
中
「
第
五
条
第
四
項
第
一
号
ヌ
の
管
理

の
た
め
の
計
画
（
以
下
「
」
を
「
第
五
条
第
四
項
の
」
に

改
め
、「
」
と
い
う
。）」
を
削
り
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条

を
加
え
る
。

（
市
の
区
域
に
係
る
事
務
の
処
理
の
開
始
の
公
示
）

第
七
条

令
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
は
、
次

に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一

令
第
五
条
第
四
項
各
号
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
市

の
区
域
に
係
る
も
の
の
処
理
を
開
始
す
る
旨

二

令
第
五
条
第
四
項
各
号
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
市

の
区
域
に
係
る
も
の
の
処
理
を
開
始
す
る
日

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

〇
農
林
水
産
省
令
第
八
十
六
号

行
政
機
関
職
員
定
員
令
（
昭
和
四
十
四
年
政
令
第
百
二

十
一
号
）
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
農
林
水
産

省
定
員
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定

め
る
。

平
成
二
十
七
年
十
二
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

森
山

農
林
水
産
省
定
員
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

農
林
水
産
省
定
員
規
則
（
平
成
十
三
年
農
林
水
産
省
令

第
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
表
本
省
の
項
中
「
一
六
、
二
八
一
人
」を「
一

六
、
二
八
〇
人
」
に
改
め
、
同
表
合
計
の
項
中
「
二
二
、

〇
〇
一
人
」
を
「
二
二
、
〇
〇
〇
人
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
八
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

〇
公
害
等
調
整
委
員
会
規
則
第
一
号

公
害
等
調
整
委
員
会
は
、
公
害
紛
争
処
理
法
（
昭
和
四

十
五
年
法
律
第
百
八
号
）第
四
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

公
害
紛
争
の
処
理
手
続
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
七
年
十
二
月
二
十
一
日

公
害
等
調
整
委
員
会
委
員
長

富
越

和
厚

公
害
紛
争
の
処
理
手
続
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則

公
害
紛
争
の
処
理
手
続
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十

七
年
公
害
等
調
整
委
員
会
規
則
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
四
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
電
子
メ
ー
ル
を
利
用
し
た
書
面
の
提
出
）

第
二
十
四
条
の
三

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
を
利
用
し
て
送
信
す
る
こ
と
に
よ
り
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
る
書
面
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
書
面
に
つ

い
て
は
、
裁
定
委
員
会
が
認
め
た
場
合
は
、
電
子
メ
ー

ル
（
特
定
電
子
メ
ー
ル
の
送
信
の
適
正
化
等
に
関
す
る

法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
二
条
第
一

号
に
規
定
す
る
電
子
メ
ー
ル
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を

利
用
し
て
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

準
備
書
面

二

第
四
十
五
条
第
一
項
及
び
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま

で
に
規
定
す
る
書
面

三

第
四
十
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
証
拠
説
明

書
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